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A. 研究目的 

 最近、馬肉を喫食して起こる食中毒の原

因物質が、筋肉中に寄生する Sarcocystis 

fayeri（フェイヤー住肉胞子虫）であるこ

とが明らかになった 1)。同食中毒は、原因

不明として過去10年以上に渡って発生の認

識があったにもかかわらず、原因が同定さ

れなかったものである。住肉胞子虫は、そ

の名のとおり筋肉組織を寄生部位とするも

のであるが、草食動物を中間宿主とし、ウ

 畜産食品の危害性について、厚生労働省の食中毒統計を精査した。馬肉を喫食しての食

中毒の原因が、Sarcocystis fayeri住肉胞子虫であることが明らかになっている。シカにも

住肉胞子虫は寄生する。厚生労働省食中毒統計のなかで、寄生虫性食中毒が含まれている

「その他」に分類されている食中毒の原因物質について、2003年からの 10年間を解析し

た。過去 10年間の、寄生虫性食中毒の原因は、その 70％がアニサキス属で、残りの大半

がクドアとなっていた。これを、2010 年を区切りとして集計をすると、2003 年からの 8

年間は、事件数の 97％が、アニサキス属が原因となっている。すなわち、2008年までは、

我が国の寄生虫性食中毒はアニサキス属を考えればよいものであった。2010 年までは寄

生虫性食中毒は年間 30名に満たない患者数であったのが、2010年を境に、クドアによる

食中毒患者が多数報告されていた。2003年からの 8年間では、寄生虫性食中毒患者の 90％

以上が、アニサキス属が原因であったのに、2011年と 2012年ではアニサキス属が原因で

あるのは 10％にまで減少している。代わって患者数が増加したのはクドア食中毒で、同食

中毒はアニサキス属食中毒と同数程度の発生件数であり、患者規模が大きいことが明らか

になった。畜産食品が原因の寄生虫性食中毒は、馬肉のサルコシスティス食中毒のみで、

過去 2年間で 3件の発生だった。畜肉由来の寄生虫疾患としては、裂頭条虫、無鉤条虫、

有鈎条虫、トキソプラズマ、旋毛虫などがあるが、我が国の食中毒統計上では、住肉胞子

虫のみであることが明らかになった。馬肉の住肉胞子虫による危害性は、冷凍処理によっ

て制御されているので、今後、馬肉による食中毒の危害が拡大する危険性は少ないものと

考えられた。結論として、畜産食品中の寄生虫性危害は存在するものの、大きくはないと

考えられた。しかしながら、各種動物肉での住肉胞子虫の汚染度や危害性が評価されてお

らず、今後の検討が必要である。 
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マだけでなく、ウシ、ブタ、ヒツジ、ヤギ

に寄生する。これら家畜だけでなく、イノ

シシ、シカなどの食用になる野生動物にも

寄生する 2,3)。この事実は、畜産食品におい

ては、住肉胞子虫の危害性を評価する必要

があることを示している。 

 馬肉食中毒と同様に、ヒラメ食中毒も、

10 数年にわたって、原因不明食中毒として

認知されてきており、2010 年には 100 件以

上の発生を見ている。ヒラメ食中毒につい

ても原因が同定され、筋肉中に寄生する粘

液胞子虫（Kudoa septempunctata）が病因

となっている。 

昭和 30 年代初頭から始まった、厚生労働

省が所轄する、食中毒統計は、我が国の食

中毒の発生動態、その変遷を示すものであ

るが、地方自治体より食中毒発生の届け出

があった際、その原因物質を分類項目とし

て整理されている。粘液胞子虫や住肉胞子

虫は寄生虫性食中毒に属する。厚生労働省

の食中毒統計には、寄生虫に関する分類項

目がなく、寄生虫性食中毒はすべて、「その

他」の項目に整理されてきた。2014 年 12

月に、厚生労働省は省令改正を行い、寄生

虫性食中毒を独立項目とし、その中に「ア

ニサキス」、「クドア」、「サルコシスティス」、

および「その他の寄生虫」という細分を指

定した。2014 年までは、我が国における寄

生虫性食中毒の実態は不明だった。 

 上述したように、寄生虫性食中毒の発

生状況は不明であるため、畜産食品の寄生

虫による危害性の状況や、その遷移も把握

することができない。「その他」の項目に区

分されて報告された食中毒の精査が必要と

なる。厚生労働省監視安全課食中毒被害情

報管理室より、登録時の原簿を入手した。 

本分担研究の目的は、過去 10 年間の寄生

虫性食中毒の発生状況を把握することにあ

る。畜産食品が、どの程度の寄生虫による

汚染を受け、食中毒発生に至っているのか、

把握することを目的とする。 

 

B. 研究方法 

B-1. 食中毒統計の入手 

 厚生労働省監視安全課食中毒被害情報管

理室より、2003 年から 2012 年までの、「そ

の他」が原因物質の食中毒情報を、各事例

について提供を受けた。2013 年は提供を受

けた時点で集計がされておらず、解析の対

象とならなかった。 

B-2. 食中毒情報の解析 

2003 年から 2012 年の間に発生した食中

毒について、事例数および患者数について

解析した。食中毒統計において、総数、細

菌、ウイルス、化学物質、その他、不明の

項目について、年次推移を解析した。「その

他」の占める割合について検討した。 

「その他」について、原因物質項目 

2009 年から 2010 年にかけて、ヒラメおよ

び馬肉食中毒の原因が明らかになり、情報

が周知され始めた。表１に、厚生労働省に

届け出る際に、検査員が記述した原因物質

の一覧を、整理して示す。記述には形式が

指定されておらず、同一性がない。解析の

ため、適切な「整理項目名」を定め、記述

のものと解析用の項目名を対比して示した。 

 

C. 研究結果 

C-1 我が国における食中毒の中の、「その他」

に分類される食中毒の位置づけ 

 表２に 2003 年から 2012 年までの食中毒事

件数の推移をあげる。全体の食中毒は、年間

1000 件強から、1600 件強の事例数が報告され

ている。寄生虫性食中毒が包有される「その

他」に分類される食中毒は、2007 年までは年

間で一桁の発生件数を示したにすぎない。

2008 および 2009 年は 17 件と、いずれも少な

い発生数になっている。2010 年に 28 件とな

り、増加傾向を示し、2011 年は 68、2011 年

に至っては 100 件を越える事件数を示した。

2010 から 2011 年を境に、急激な「その他」
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の食中毒が増加していることが読み取れる。 

 2003 年からの 10 年間、2003 年から 2010

年、および 2011 年から 2012 年に区切って同

様の解析を行った。表３にその結果を示す。

10年間の累計では13000件強の事件数となっ

ている。その中で、「その他」に分類される事

件は 266 件で、全体の 2.9%にあたる。2003

年から 2010 年までの 8 年間では、総数が

11000 件強の事件数だが、「その他」に分類さ

れる食中毒は、わずかに 91 件、全体の 0.8%

にすぎなかった。一方、2011 と 2012 年の 2

年間では、総数およそ 2100 件の事件数のうち、

その 8.1％、175 件が「その他」に分類され、

前年まで8年間の発生率と比較して、10倍と、

急激な上昇を示している。 

 患者数について、過去 10 年間の推移を表４

に示した。年間 20000 人から 40000 人の患者

の報告がある。寄生虫性食中毒が包有される

「その他」に分類される食中毒は、2010 年ま

では1名から50名に満たない患者数の変動を

示した。2011 には患者数は 500 名の報告とな

り、急激な増加を示した。2012 年は、患者数

は 2011 年とほぼ同様の人数となっている。 

 2003 年からの 10 年間、2003 年から 2010

年、および 2011 から 2012 年の、3 つの区分

で同様の解析を行った（表５）。過去 10 年間

の患者数における「その他」に分類される食

中毒の割合は、食中毒総数の 0.4%にすぎなか

った。2003 年間からの 8年では、その合計が

155 名で、総数の 0.1%であった。一方 2011

年と 2012 年の合計は 1000 名を越し、全体の

2.1%を占めた。患者数についても、「その他」

に分類される食中毒は 2010 年を境に急激に

上昇する傾向が確認された。 

 

C-2. 「その他」に分類される食中毒の、原因

物質の分析 

 表１に示したように、厚生労働省への届け

出原簿中から、「その他」に分類される食中毒

の原因物質を分析した。文言の重複がある、

原因の混合、寄生虫・細菌・ウイルス・毒素

以外が原因であることなど、直接的な集計が

出来ないため、項目を整理し、「その他」の食

中毒の原因を集計した。表６に過去 10 年間の

事件数の累計について分析した結果を示す。

10 年間で 266 件の発生がみられているが、そ

のうち、寄生虫が原因となっているのは 258

件あり、97%を占めた。細菌性、毒素性、混合

した原因によって「その他」に分類された食

中毒はわずかに 3％に過ぎなかった。 

 「その他」に分類される食中毒の患者数に

ついて、その割合を分析した（表７）。過去

10 年間で、「その他」が原因の食中毒患者は

1168 名、報告されている。このうちの 1099

名が、寄生虫が原因となっていて、その割合

は 94.1%に及ぶ。残りは 6％弱で、混合された

病原体が原因になっていた。 

 

C-3. 寄生虫性食中毒に関する解析 

 「その他」の食中毒に包有される寄生虫性

食中毒について焦点を当て、解析した。過去

10 年間に、「行政的に食中毒」として認知さ

れた寄生虫性疾患の原因寄生虫は、5種類（属）

しかない。それらのうち、畜産食品あるいは
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家畜肉が関与する寄生虫性食中毒はサルコシ

スティスの１種にとどまる。最も発生事件数

の多いアニサキス属、クドア、旋尾線中は魚

が宿主となり、生の魚肉が原因食となる。ウ

エステルマン肺吸中も過去に２事例、発生し

ているが、淡水性の甲殻類が原因食となって

いる。食中毒統計という観点から、「畜肉由来

の危害性寄生虫」とはサルコシスティスで、

馬肉が原因食と結論される。 

表8に過去10年間の寄生虫性食中毒発生事

件数の推移を示す。2003 年から 2010 年まで

は、3 事例を除き、すべてが、アニサキス属

が原因となっていた。2011 年になると、アニ

サキス属を越えるクドアの報告、また、サル

コシスティスが原因になっている事例の発生

がみられている。2012 年は、アニサキスは倍

増し、また、クドアも発生件数が増加した。

アニサキス属、クドア、およびサルコシステ

ィス以外では、ウエステルマン肺吸虫と旋尾

線虫が原因になっていたが、上述のとおり、

わずか３事例の発生にとどまっている。 

 2010 年を境に、アニサキス属とクドアによ

る食中毒発生が急激に増加している（図１）。

アニサキス属とクドアによる食中毒事例発生

は、すでに記述したように、「その他」を原因

とする食中毒と同じ発生状況をしめす。この

事実は、「その他」が原因の食中毒の増加が、

アニサキス属およびクドアが原因の食中毒が

増加したことに起因することを示している。 

 過去 10 年間の、寄生虫性食中毒の原因は、

その 70％がアニサキス属で、残りの大半がク

ドアと考えてよい。これを、2010 年を区切り

として集計をすると、2003年からの8年間は、

事件数の 97％が、アニサキス属が原因となっ

ている。すなわち、2008 年までは、我が国の

寄生虫性食中毒はアニサキス属を考えればよ

いものであった。2011 年と 2012 年は、アニ

サキス属による食中毒は、事件数は横ばい、

あるいは倍増しているものの、発生割合とし

ては 56％に減少している。発生が増加してき

たのはクドアである。2010 年を境に、寄生虫

性食中毒事例の発生状況は急変し、クドアが

原因の食中毒が急増している。我が国の寄生

虫性食中毒は、クドアを食中毒原因物質とし

て同定したことが、その変貌の大きな契機に

なっていると考えることができる。 

 過去 10 年間の、寄生虫性食中毒患者数につ

いて表９にまとめた。患者数の推移は、事件

数の推移と同様の傾向を示した。2010 年まで

は年間 30 名に満たない患者数であったのが、

2010 年を境に、クドアによる食中毒患者が多

数報告されている。2003年からの8年間では、

寄生虫性食中毒患者の 90％以上が、アニサキ

ス属が原因であったのに、2011 年と 2012 年

では 10％にまで減少している。クドア食中毒

はアニサキス属食中毒と同数程度の発生件数

であることを考えると、クドア食中毒の患者

規模が大きいことがわかる。図３に 2010 年か

ら 2012 年のそれぞれの年の、患者数と食中毒

1 件当たりの患者数を示した。クドア食中毒

が寄生虫性食中毒患者のほとんどを担い、か

つ、一事件あたりの患者数が 10 および 14 名

と、大規模化していることがわかる。アニサ

キス属による食中毒は、事件数と患者数がほ
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ぼ同数で、一事件あたり 1 名の患者数となっ

ている。 

 サルコシスティスが原因の食中毒は 2011

年と 2012 年の合計で３事例、14 名の患者が

発生している。 

 

D. 考察 

 厚生労働省食中毒統計のなかで、寄生虫性

食中毒が含まれている「その他」に分類され

ている食中毒の原因物質について、2003 年か

らの 10 年間を解析した。「その他」に分類さ

れる食中毒は、2011 年に急増した。2012 年も

同様に増加している。「その他」に分類された

食中毒の事件原簿から、原因物質についての

記載を分析したところ、寄生虫を原因とした

食中毒が 2008 年以降、微増中であった（年間

10 数例）ところに、2010 年には 30 事例と増

加し、2011 年には発生が倍増した。この増加

は、クドアによるもので、2010 年までの主要

な原因であったアニサキス属は、2011 年は前

年と同様の発生件数だった。また、2011 年に

は馬肉食中毒の原因であるサルコシスティス

による食中毒が発生している。2010 年に、ヒ

ラメ食中毒の原因物質がクドアであり、馬肉

食中毒のそれがサルコシスティスであること

が明らかにされ、認知が進み、2011 年に両原

因物質の疾患を食中毒として、報告を義務付

けた厚生労働省の通知 1）が広く認知されたた

めと考えられる。食中毒検査担当者の積極的

な検査への姿勢も、クドア食中毒あるいは寄

生虫性食中毒の実態把握へ貢献したものと推

察される。 

患者数においては、寄生虫性食中毒は 2011

年に大幅に増加した。前年の 17 倍以上の患者

数を見ている。この患者数の増加はクドアに

よるもので、アニサキス属が原因の食中毒で

は1事例あたり1名の患者数であるのに対し、

クドアが原因の食中毒では 1 事例あたり 10

および 14 名の患者発生となっている。クドア

はヒラメに寄生しており、ヒラメが宴会等で

喫食されることが多いこと、また、発症に容

易に到達するくらいの濃厚なクドアの寄生が

ヒラメに見られることが、急激なクドア食中

毒患者数の増加、その維持に関連しているも

のと考えられる。 

畜産食品と寄生虫性食中毒の観点から、我

が国の食中毒を見た場合、2011 年以降のサル

コシスティス食中毒が結果として見えている。

しかしその数は非常に少ない。国内において

は、厚生労働省が発出した馬肉への凍結処理

の通知により、サルコシスティスが含まれた

馬肉が原因の食中毒も制御されている。今後

は、馬肉の凍結不十分が原因となり、あるい

は意図的な不適切保存が原因となって発生す

る程度のものと推察され、畜産食品が原因の

寄生虫性食中毒の危害性は低いものと判断さ

れる。 

馬肉による食中毒は、有症苦情事例として、

各自治体が把握している状況だった。昨年、

シカニクが原因の有症苦情事例が発生してい

る。検査の結果、患者喫食シカ肉中に、住肉

胞子虫が検出された。馬肉中の住肉胞子虫は

S. fayeri であるが、原因シカ肉には S. 

wapiti、S. sybillencis、および種の同定が
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なされていない S. sp が含まれていた 4）。喫

食されたシカ肉は、冷凍処理を受けることな

く、提供されていた。この事例は、野生動物

肉が、住肉胞子虫の危害性食品になることを

示している。野生動物肉は、ゲームミートと

して、狩猟後に喫食される。また、ホンドジ

カやエゾジカのように、増加しすぎた個体数

を減少させる駆除ののちの有効利用されてい

る物もある。ジビエ料理と称した野生動物肉

の利用については、食品危害性についての検

証が必要と考える。 

 ウシ、ブタ、ウマ、ヒツジ、ヤギといった

家畜はすべて草食動物で、住肉胞子虫の中間

宿主となる 2,3)。ウシにおいては、最近、食肉

検査所で調査され、S. cruzi の汚染があるこ

とが確認されている 5）。S. cruzi にも、S. 

fayeri がもつ毒性タンパク質と抗原性が共

通のタンパク質が含まれていることが明らか

になっている。しかし、現在まで、ウシ肉中

の住肉胞子虫が食中毒の原因となった報告は

ない。ウシ肉を、馬刺しのように生で喫食す

る機会は少ないことが原因か、また、喫食量

が少ないことが原因か、あるいは、S. cruzi

のウシ肉中の汚染量が少ないことが原因かな

ど、馬肉以外でも、住肉胞子虫の危害性の有

無を明らかにする必要があるだろう。 

 教科書レベルでは、畜産食品由来の寄生虫

性食中毒の原因に、マンソン裂頭条虫、有鈎

条虫、無鉤条虫、旋毛虫、トキソプラズマな

どの記載がある 6）。我が国の食中毒統計から

観た畜肉由来の危害としては、住肉胞子虫が

認識される。その危害性は低く、通常は制御

されている。しかしながら、家畜肉あるいは

野生動物肉に住肉胞子虫の汚染が認められる

限り、食用として供する場合の対応を鑑み、

危害性の評価をすべきものと考える。 
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表１ 食中毒統計項目「その他」の届出の詳細と分析のための項目整理 

 

 
厚生労働省へ届出のあった項目名 

 
集計に用いる項目名 

寄生虫性 

  

  

  

  

  

  

  

   寄生虫性 

  

  

  

  

  

  

  

  

アニサキス  アニサキス属 

  アニサキス属線虫  

クドア  クドア 

Sarcocystis fayeri  サルコシスティス 

  住肉胞子虫 
（ザルコシスティス・フェ
アリー） 

 

ウェステルマン肺吸虫  ウェステルマン肺吸虫 

旋尾線虫(推定)  旋尾線虫 

細菌性  細菌性 

  

 

  カンピロバクター  カンピロバクター 

毒素性  毒素性   

  エンテロトキシンＢ  エンテロトキシンＢ 

ウィルス・細菌複合性  その他 

  

  

  

  

  

  

 

  

  

ノロウイルス、 
病原性大腸菌Ｏ１６９ 

 ノロウイルス、 
病原性大腸菌Ｏ１６９ 

ノロウイルスＧⅡ・セレウ
ス菌 

 ノロウイルスＧⅡ・セレウス
菌 

その他    

  

  

  

大豆レクチン  大豆レクチン 

その他（備考参照） 
病因物質３種類：カンピロ
バクター・コリ、サルモネ
ラ属菌（サルモネラ・ティ
フィムリウム）、病原大腸
菌Ｏ１４５ 

 その他（備考参照） 
病因物質３種類：カンピロバ
クター・コリ、サルモネラ属
菌（サルモネラ・ティフィム
リウム）、病原大腸菌Ｏ１４
５ 

未記載  未記載 
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表２ 厚生労働省食中毒統計 事件数の推移 

 

  事件数 

  2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 

総数 1,585 1,666 1,545 1,491 1,289 1,369 1,048 1,254 1,062 1,100 

細菌 1,110 1,152 1,065 774 732 778 536 580 543 419 

ウイルス 282 277 275 504 348 304 290 403 302 432 

化学物質 8 12 14 15 10 27 13 9 12 15 

自然毒 112 151 106 138 113 152 92 139 69 97 

その他 1 5 8 7 8 17 17 28 68 107 

不明 72 69 77 53 78 91 100 95 68 30 
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表３ 厚生労働省食中毒統計 事件数の分布率：2003－2010 および 2011－2012 に

区分しての分析 

 

 
事件数（総数に対する％） 

 
2003-2012 2003-2010 2011-2012 

総数 13,409   11,247   2,162   

細菌 7,689 (57.3） 6,727 (59.8) 962 (44.5) 

ウイルス 3,412 (25.4） 2,683 (23.9) 734 (34) 

化学物質 135 (1.0) 108 (1.0) 27 (1.2) 

自然毒 1,169 (8.7) 1,003 (8.9) 166 (7.7) 

その他 266 (2.9) 91 (0.8) 175 (8.1) 

不明 733 (5.5) 635 (5.6) 98 (4.5) 
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表４ 厚生労働省食中毒統計 患者数の推移 

 

 
患者数 

 
2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 

総数 29,355 28,175 27,019 39,026 33,477 24,303 20,249 25,972 21,616 26,699 

細菌 16,551 13,078 16,678 9,666 12,964 10,331 6,700 8,719 10,948 5,964 

ウイ

ルス 
10,702 12,537 8,728 27,696 18,750 11,630 10,953 14,700 8,737 18,637 

化学

物質 
218 299 111 172 93 619 552 55 222 136 

自然

毒 
308 433 285 511 355 387 290 390 171 267 

その

他 
1 8 8 23 20 47 19 29 522 491 

不明 1,575 1,820 1,209 958 1,295 1,289 1,735 2,079 1,016 1,204 
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表５ 厚生労働省 食中毒統計 患者数の分布率 

 

 
患者数（総数に対する％） 

 
2003-2012 2003-2010 2011-2012 

総数 275,891   227,576   48,315   

細菌 111,599 (40.5) 94,687 (41.6) 16,912 (35.0) 

ウイルス 143,070 (51.9) 115,696 (50.8) 27,374 (56.7) 

化学物質 2,477 (0.9 2,119 (0.9) 358 (0.7) 

自然毒 3,397 (1.2) 2,959 (1.3) 438 (0.9) 

その他 1,168 (0.4) 155 (0.1) 1,013 (2.1) 

不明 14,180 (5.1) 11,960 (5.3) 2,220 (4.6) 
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表６ 「その他」に分類された食中毒の原因分析 

 

   

発生件数 

累計 
発生割合 

 
その他の食中毒（2003-2012） 

 
266 100% 

     
寄生虫性 

 
258 97% 

  アニサキス属 
 

178 
 

  クドア 
 

74 
 

  サルコシスティス 
 

3 
 

  ウェステルマン肺吸虫 
 

2 
 

  旋尾線虫 
 

1 
 

細菌性   
 

1 1% 

  カンピロバクター 
 

1 
 

毒素性   
 

1 0% 

  エンテロトキシンＢ 
 

1 
 

その他   
 

6 2% 

  
ノロウイルス、 

病原性大腸菌Ｏ１６９  
1 

 

  ノロウイルスＧⅡ・セレウス菌 
 

1 
 

  大豆レクチン 
 

1 
 

  

その他（備考参照） 

病因物質３種類：カンピロバクター・

コリ、サルモネラ属菌（サルモネラ・

ティフィムリウム）、病原大腸菌Ｏ１

４５ 

 
1 

 

  未記載 
 

2 
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表７「その他」に分類された食中毒の患者数割合 
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表８ 寄生虫性食中毒の発生件数の推移 

 

  
2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 

寄生虫性 1 5 7 5 7 14 17 28 67 107 

 

 

 

 

 

アニサキス属 1 4 7 5 6 14 16 28 32 65 

クドア 0 0 0 0 0 0 0 0 33 41 

サルコシスティス 0 0 0 0 0 0 0 0 2 1 

ウェステルマン肺吸虫 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 

旋尾線虫 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 

 

  

アニサキス属

クドア

サルコシスティス

ウェステルマン肺吸
虫

2003-2012

69%

29%
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図１ 寄生虫性食中毒の事件数 原因寄生虫割合：年度区分 
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表９ 寄生虫性食中毒の患者数の推移 

 

  
2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 

寄生虫性 1 8 7 5 8 14 19 29 517 491

 

 

 

 

 

アニサキス属 1 4 7 5 6 14 18 29 33 71

クドア 0 0 0 0 0 0 0 0 473 417

サルコシスティス 0 0 0 0 0 0 0 0 11 3

ウェステルマン肺吸虫 0 4 0 0 2 0 0 0 0 0

旋尾線虫 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0
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図２ 寄生虫性食中毒 患者数 原因寄生虫の割合：年度区分 
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図３ 寄生虫性食中毒の患者数と事件あたりの患者数：アニサキス属とクドアとの比

較 
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